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研究の背景

•昨今DXという言葉を目にする．DXはDigital Transformation=
ディジタルトランスフォーメイションの略．

•ディジタル化の様々な技術やサーヴィスが，生活者のウェルビー
イングを高める前提での社会づくりを指す．

•特に介護福祉分野は，全人口に占める高齢者の増加とそれに伴う
障がい者の増加で需要が高まる．一方高齢者，障がい者を支える
介護福祉人材の確保は，少子化で介護の現場から不安が出る状況
である．
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研究の目標

•単にDXと言っても，インターネット，仮想現実感，仮想社会，人工
知能，IoT/IoE，ビッグデータやロボティクス等，様々な分野が絡む．

•介護福祉人材の確保が難しくなる状況ではディジタル技術オリエン
ティッドではなく，現場のニーズに根差したディジタル技術の活用
戦略について早くから追究する必要がある．

•本研究では高山市，高山市域の介護福祉事業者，一般財団法人飛騨
高山大学連携センター，東京都市大学が協働し，介護福祉分野のDX
化戦略をニーズ志向で検討することを目指した．
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研究の経過

•介護分野のDX推進戦略を現場志向で考える為，関係者の議論の場を
多く確保することにした．

• 2023年度に1回の関係者ミーティング(4月24日)，4回の検討会議(5
月26日，8月21日，9月13日，10月2日)を実施している．

•検討会議は，関係者全体の会議で，介護福祉事業者の社員，高山市
関係課職員，飛騨高山大学連携センターの研究員，西山(都市大)が
構成員となった．
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会議では，人材不足の深刻化を念頭に，現場での問題を自由に挙げること
と，今後欲しいDXテクノロジーの整理に徹した．

• 事業者を超えた送迎サーヴィスと運行に関わる情報の共有化

• 利用者の見守り支援システム

• ロボットの活用での省人化

• カルテのディジタル化と利用者の家族も含む関係者での共有化

• 介護人材に関する情報共有のシステムと就職支援 等

多岐に亘るアイディアが出た．
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・会議では介護福祉事業の本質的な将来に向けた問題を改めて議論．

・介護福祉事業の現行の問題及び今後に向け予想される深刻な問題として，
「現場で活躍するミドルクラスが離職してしまうこと」が，一番の痛手！

・要は，ベテランのスタッフと入職して間もないスタッフとのつなぎ役で
あるミドルクラス(一般企業での中間管理職のようなイメージ)が離職して
しまい，知の伝承がうまく進まないことが事業継続上の最大の問題．特に
職業自体への悩み，給与等の待遇面による将来の生活への不安を抱えつつ
他の介護福祉事業者，また，別の職種に転職をしてしまう例が増えている．
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8月/9月の検討(ワークショップ)

・将来に向けての介護福祉事業での最重要問題が明確になったところで，8
月21日/9月13日の検討会議では，ミドルクラスを離職させないために必要
なことは何かをテーマに2回で計約4時間のワークショップ．

・介護福祉に携わるミドルクラス人材の視点・視座から「無理のないDX導
入のシナリオ」を描いて発表してもらった．

・毎回2つの班に分かれ，市職員と介護事業者の職員，シンクタンク(飛騨
高山大学連携センター)職員が混在するチーム編成で，DXの導入シナリオ
を検討した．それぞれのグループの成果を10月02日の検討会議で総括して，
融合化も図りながら，あとのスライドのような方向性に整理できた．

7



8月/9月のワークショップの様子
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8月/9月のワークショップの様子
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グラフィックレコーディングを意識
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DXを導入するときの初期シナリオ

・研究メンバーは，ミドルクラスにあたる上下をつなぐ中間管理職的
役割の職員を離職させないことを最重要の目的として，Webコミュニ
ケイションサイトの需要が明らかと結論付けた．

・いわゆる知恵袋のような全世界公開型の単なるコミュニケイション
サイトではなく，高山地域独特の地域性及び慣習，風土，問題や課題
をバックグラウンドとして地域内でわかり合えることを最も重視した
コミュニケイションサイトのニーズが高い，と判断．

・以上をテーマとして，まずは介護福祉人材の視点と視座で，次の
DX導入初期シナリオをまとめた｡
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初期シナリオで必要となる4つの機能

(1)介護福祉事業者のミドルクラス同士が悩み等を話し合えるコミュ
ニケイションサイト

高山での地域性を共通言語にして，色々と悩み等を話せる地域特定の
環境を構築することのニーズが高い．

(2)高山の介護福祉事業者の匠的なベテラン勢がミドルクラスの悩み
などに応えるサイト

やはり高山の地域性を共通言語として様々なアドヴァイスをしてもら
える相談環境へのニーズが高い．
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初期シナリオで必要となる4つの機能

(3)介護福祉事業者のミドルクラス等が市所管課に問い合わせ迅速に
問題解決出来るサイト

法令や判例等を調べるプロセスで迅速な教示を市から得られる環境を
構築するニーズが高い事が判明．

(4)介護福祉事業に関する対面イヴェント等の参加可能なイヴェント
検索のためのサイト

ネット上でなくリアルな対面の環境を希望する人も多くそのきっかけ
をネットに作っていく．

13



メンバー間の議論

・検討プロセスでは，コミュニケイションの過程で出てきた悩みを
ビッグデータとして蓄積しながら，キーワードや質問を入れることで
適切な解決策を提示してくれる生成型AIの活用を実装するアイディア
も出された．

・時宜に叶ったアイディアであるが，技術面やコスト面などでリーズ
ナブルとは言えず，これからの拡張で視野に入れるトピックとした．

・職務上のスキルに悩むミドルクラスの存在を考えて，e-learningの
システムも，将来への課題としてあがっている．
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DXの世界観
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DXの世界観
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・近くのDXとその先のDXの2つの眼で分けることの重要性．

・DXには多様な技術がある．ここをどう判断するのか．ハード的な
ものとソフト的なものをどううまく取り入れていくのか．

・今回の議論から出てきたコミュニケイションサイトの案は，ニーズ
から出てきた「近くのDX」である．その先に来るDXをどう考えるか
が次の課題．

⇒例えば事業者を超えた送迎サーヴィスと運行に関わる情報の共有化
をAIで最適化するなど．



DXの世界観
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若干の宣伝・・・DXの人材育成も大切！
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若干の宣伝・・・DXの人材育成も大切！
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DXの人材育成へ！高山はどこを目指す？
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